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論 文 内 容 の 要 旨 
 
第１章 序論 















 in vivoでの皮脂腺構造の可視化に必要な空間分解能と深達度を両立させた中心周波数 120 MHzの
超音波顕微鏡を開発した。トランスデューサーは機械的にスキャンされ、X方向 4.8 mm、Y方向 4.8 
mm、Z方向 1.5 mmの領域の三次元信号データが取得された。信号処理によりX-Z断面画像に対応
するBモード画像として画像化することに加えて、複数のBモード画像を三次元再構築することで、
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の３指標を提案し、先行研究の ex vivoによる組織学的な評価結果と比較することで定量的に妥当性を
確認した。これらにより、超音波顕微鏡による in vivoでの皮脂腺構造の定量評価方法を確立した。 
 











































第 2章は先行研究における課題を的確にとらえることで、本論文の目的を、皮脂腺構造の in vivo 
評価方法を確立し、皮脂腺構造と皮膚粘弾性との関連性を示すことと明確化している。 
第 3章では in vivoでの皮脂腺構造の可視化に必要な空間分解能と深達度を両立させた中心周波











第 6章では平均年齢に差が認められない 20 歳代の男性と女性グループにおける計測から、皮脂
腺構造と皮膚粘弾性の関連性について性差による影響は限定的である可能性が示された。 
第 7章では結論と今後の展望を述べている。 
以上要するに本論文は、超音波顕微鏡による皮膚評価方法を確立させ、皮脂腺構造が皮膚粘弾性
に関連することを示したもので、生体計測工学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって、本論文は博士(医工学)の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
